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第１５回ハイライフセミナー

場所　銀座コムホール　〔(株）読売広告社内〕

(「環境市民」) 
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曽根東小学校

　曽根東小学校は、近くに開発計画を中止し保全されている曽根干潟がある。
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ゴを放流して種の多様性の保全にも取り組んでいる。
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プするのが「エコプレミアム」事業。2007年度までに123の製品と技術、そ
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たり地元の中学生が管理を担い、地域自治の原点とも言われている。
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　飯田市を含む六つの事業所がISO14001認証取得という目的を達成したため、
名称を「地域ぐるみ環境ISO研究会」と改め、環境マネジメントシステムの
地域への普及を通した地域ぐるみの環境改善運動に取り組んできた。

　そのひとつが、環境マネジメントシステムを地域の事業所へ普及する活動
である。研究会は地域にISOの基本的な取り組みを簡易なシステムとして展
開する「南信州いいむす21」や、ISO14001の自己適合宣言を支援する
「ISO14001南信州宣言」の普及、事業者間の相互内部監査などに取り組んで
いる。

　飯田市は、研究会の事務局として広報用メールマガジン「ぐるみ通信」の
発行などを担っている。また、2003年1月、自治体としては全国に先駆けて
ISO14001の自己適合宣言を行った。研究会の目的の一つとして、市の環境施
策支援があり、市としても一事業所としての率先行動が求められている。全
国初の自己適合宣言をしたのも、市自らが率先して後に続いてもらいたいと
いう姿勢を示しているという。

　研究会発足の仕掛け人であり、発足以来10年間代表を務めている萩本範文
さん（多摩川精機株式会社　代表取締役社長）は「飯田市内の事業所の多く
は東京に本社をもち人事異動がある。事業場長の人事異動とともに考え方も
変わる。代表者が代わるのが一番の負荷だった。

　異動のたびに出向いてお願いしてきた。これが一番の秘訣では。ただ私の
思いだけではだめで、実務担当者の思いも大切。代表者会を年2回開催し、
代表の思いを共通化し、各事業所に持ち帰って、「がんばれよ」と一声言っ
てもらえれば実務担当者も元気が出る。そしてまた半年間続くということを
続けてきた」と継続の秘訣を語っていた。

　研究会の活動は、事業所のノーマイカー通勤や夜10時の消灯、エコドライ
ブやマイバック持参の一斉行動など、さらに広がりを見せている。

　活動の効果と可能性について、最初は5事業所、500人の従業員だったのが
現在では30事業所7000人に広がっていることから、行政の啓発活動だけでは
達成できない地域ぐるみの環境活動が、地域の事業所と行政のパートナーシッ
プにより遙かに効果の高い活動を創りだすことができると思われる。
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　課など全庁的な協力態勢ができている。（原亮弘さん・おひさま進歩エネ
　ルギー（有）社長談）
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　也さん（ワーキングホリデー参加者）、市瀬鎭夫さん（ごんべえ邑）、小
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使用量削減に成功している。省エネの推進だけでなくライフスタイルや家族
のあり方まで考えるきっかけにもなっている。

エ　笑エネキャンペーンエネキャンペーンに参加した中学校の取り組みみ

　今回の笑エネキャンペーンには個人の家庭だけでなく、中学校やPTAといっ
た団体で参加するところも現れた。

　その中でも高畠町立第４中学校の取り組みは、生徒と先生が一緒になって
進めた事例として、キャンペーンでも奨励賞を獲得している。生徒が使用す
る水や電気の省エネだけでなく、生徒が職員室をチェックし、電気のスイッ
チに節電のシールを貼り、冷蔵庫にも冷気を逃さないための庫内カーテンを
つけた。
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